

























  ― 西洋文化とジェンダー化 ― 1
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年から 2009年で約 20％増加）2012年現在，1人年間 2.57リットルで，これを 1日に換算すると，































































































































































































資格 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 累計
ソムリエ計 918 978 908 936 935 1059 1384 18631
ソムリエ男 494 549 503 547 555 620 796 9987
ソムリエ女 424 429 405 389 380 439 588 8644
ワインアドバイザー計 329 323 284 280 290 319 416 12024
ワインアドバイザー男 211 197 170 165 167 197 266 7911
ワインアドバイザー女 118 126 114 115 123 122 150 4113
ワインエキスパート計 667 700 587 707 715 733 876 9969
ワインエキスパート男 210 272 210 271 258 294 352 3751

























資格 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
ソムリエ計 39.1 41.0 41.8 40.5 41.1 40.1 44.5
ソムリエ男 34.0 35.2 37.4 36.8 38.1 37.0 40.4
ソムリエ女 47.6 52.1 49.0 47.2 46.5 45.4 51.6
ワインアドバイザー計 22.4 22.1 22.2 24.5 23.3 24.7 26.7
ワインアドバイザー男 19.0 18.5 18.9 21.3 19.7 22.1 23.5
ワインアドバイザー女 33.0 31.7 29.8 31.4 31.0 30.5 35.0
ワインエキスパート計 40.9 39.7 31.5 35.1 36.9 33.2 35.3
ワインエキスパート男 32.7 35.8 27.6 31.4 31.0 30.9 30.7








































































9 どぶろく  7









8 ジン  8
9 ウイスキー  5

















6 発泡酒  8
7 カクテル  7
8 サワー  5
8 ウイスキー  5















10 ブランデー  9
11 泡盛  4
12 ジン  4
13 紹興酒  3
14 ウォッカ  3
15 どぶろく  3











































































































































　 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007
飲む 15.4 20.3 24.0 22.0 24.3 22.4 22.9 26.0
飲むことも飲まないこともある 32.7 28.5 26.6 34.0 29.7 29.1 22.9 29.6
飲まない 51.9 47.2 46.1 42.0 43.2 46.3 49.5 40.2
















































































学生 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007
ほぼ毎回飲む 1.0 2.4 4.5 7.3 3.4 5.2 6.4 1.2
ときどき飲む 13.5 19.5 20.1 12.7 17.6 14.9 18.3 22.5
ほとんど飲まない 14.4 23.6 16.2 24.7 22.3 21.6 26.6 18.9
まず飲まない 70.2 54.5 59.1 55.3 56.1 58.2 48.6 57.4
父親 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007
ほぼ毎回飲む 30.8 40.7 43.5 48.7 39.9 39.6 38.5 34.3
ときどき飲む 34.6 26.0 22.7 25.3 20.9 21.6 30.3 34.9
ほとんど飲まない 6.7 5.7 9.7 11.3 10.8 11.9 10.1 12.4
まず飲まない 25.0 20.3 18.2 11.3 20.9 22.4 19.3 16.6
母親 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007
ほぼ毎回飲む 13.5 14.6 9.7 18.7 12.2 11.2 11.0 10.7
ときどき飲む 25.0 22.0 31.2 20.0 22.3 26.9 25.7 28.4
ほとんど飲まない 19.2 16.3 18.2 24.0 16.9 23.1 18.3 16.6
まず飲まない 42.3 43.9 40.3 37.3 47.3 37.3 45.0 43.8
表 6　「食事のときにどういうアルコール飲料を飲みますか」　（％）
　 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007
ビール（系） 67.3 70.7 77.3 82.0 75.0 76.9 79.8 80.5
ワイン 24.0 30.1 33.1 23.3 26.4 26.1 28.4 31.4
チューハイ（広義のカクテル類） 29.8 27.6 35.1 28.8 25.7 31.3 31.2 30.2
日本酒 12.5 26.8 24.7 23.3 18.2 23.1 29.1 26.0
焼酎 15.4 23.6 25.3 20.7 15.5 20.9 25.7 22.5
ウィスキー 4.8 10.6 12.3 13.3 7.4 9.7 8.3 10.1




















































1 一般（和洋中） 5 15 6 14 40 　 一般（和洋中） 36 75 92 155 358 　
　 　うち著者編者女性 1 4 1 4 10 25 　うち著者編者女性 1 22 28 57 108 30
2 西洋料理 8 9 2 6 25 　 西洋料理 21 26 13 40 100 　
　 　うち著者編者女性 2 5 1 4 12 48 　うち著者編者女性 7 8 6 18 39 39
3 中国・台湾料理 0 1 0 2 3 　 中国・台湾料理 1 2 3 20 26 　
　 　うち著者編者女性 0 1 0 0 1 33 　うち著者編者女性 0 1 0 4 5 19
4 素材別料理 1 4 2 5 12 　 素材別料理 13 26 31 37 107 　
　 　うち著者編者女性 0 1 1 0 2 17 　うち著者編者女性 0 1 5 6 12 11
5 飯・すし 0 1 3 0 4 　 飯・すし 0 1 12 7 20 　
　 　うち著者編者女性 0 0 0 0 0 0 　うち著者編者女性 0 0 1 0 1 5
6 漬物 0 0 1 0 1 　 漬物 5 4 9 13 31 　
　 　うち著者編者女性 0 0 0 0 0 0 　うち著者編者女性 0 1 2 3 6 19
7 菓子・パン 1 3 2 0 6 　 菓子・パン 7 24 25 26 82 　
　 　うち著者編者女性 0 1 0 0 1 17 　うち著者編者女性 0 2 2 3 7 9
8 行事・儀礼食 0 0 1 0 1 　 行事・儀礼食 1 0 3 2 6 　
　 　うち著者編者女性 0 0 1 0 1 100 　うち著者編者女性 0 0 1 0 1 17
9 食事作法 0 0 0 1 1 　 食事作法 3 0 0 10 13 　
　 　うち著者編者女性 0 0 0 1 1 100 　うち著者編者女性 0 0 0 6 6 46
10 食事療法 0 0 0 0 0 　 食事療法 0 1 6 5 12 　
　 　うち著者編者女性 0 0 0 0 0 0 　うち著者編者女性 0 1 1 1 3 25
11 教科書　 1 1 1 2 5 　 教科書　 3 8 6 18 35 　
　 　うち著者編者女性 1 0 1 1 3 60 　うち著者編者女性 3 4 2 9 18 51
12 食のエッセイ・小説類 0 2 0 0 2 　 食のエッセイ・小説類 0 6 2 2 10 　
　 　うち著者編者女性 0 1 0 0 1 50 　うち著者編者女性 0 2 1 0 3 30
　 　 　 　 　 　 　 　 追記 0 5 4 6 15 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　うち著者編者女性 0 1 0 0 1 7
　 合計 　 　 　 　 100 　 合計 　 　 　 　 815 　



























































































一方，『ワイナート』の方は，かなり後発で，ヴィノテークの創刊からほぼ 20年たった 1998年 12
月に創刊され，一時期隔月刊だったが，基本は季刊で，1年に 4冊刊行されている。発行部数は，
老舗の『ヴィノテーク』が 1万部，後発の『ワイナート』が 10万部（ともに 2011年度の数字）で
読者への影響力という点では，『ワイナート』がはるかに大きな存在である 36。その理由の一端は，
これから分析するように，雑誌のコンセプトの違いに由来する。

























グラフ 1　『ヴィノテーク』執筆者数の男女別推移 グラフ 2 『ヴィノテーク』執筆者のべ人数の男女別推移

























































































 3 国税庁が毎年公開する「国税庁統計年報書」の「酒税関係総括表」の平成 24年度版によれば，「果実酒」の「製生量」






 4 農林水産省がネット上で公開している統計「平成 25年産日本なし，ぶどうの結果樹面積，収穫量及び出荷量」に
よれば，ぶどうの収穫量第 1位は 4万 8200トンで山梨，次いで 2万 6800トンの長野県，第 3位が 1万 6600トン
の山形県，第 4位が 1万 5300トンの岡山県となっている。これ以外の県は 1万トン以下の収穫量である。ただし，
これらのぶどうの多くは生食用であり，一部がワイン醸造用となる。
 5 たとえば，O.I.V.（Organisation Internationale de la vigne et du vin国際ぶどうワイン機構）のデータによると，フ
ランスでは総人口でみた 1人当たりのワイン消費は，第二次世界大戦大戦後最大となった 1960年以降基本的に減






























書，31–32頁。以下が調査方法である。「【調査方法】1．調査時期 2007年 3月 3日（土）～ 11日（日）　2．調査間　
全国の 16歳以上の国民 3,600人（12人× 300地点）　3．調査方法　配布回収法　4．回答数（率）　2,384人（66.5％）」
（同書巻末の i頁）。
 15 ピエール・ブルデュー，前掲書。







 19 以下の 2つの拙論に詳しい。Ikuhiro Fukuda, « Modernisation et popularisation: la transformation des pratiques 
et des sensibilités alimentaires après le désastre en 1923 », Géographie et cultures, n°86 , numéro spécial: Désastres et 









































 33 ソースティン・ヴェブレン，高哲男訳，『有閑階級の理論』，ちくま学芸文庫，1998，98–99頁〔原著 1899〕。
 34 片岡栄美，「「大衆文化社会」の文化的再選産　階層再生産，文化的再生産とジェンダー構造のリンケージ」，宮島喬，
石井洋二郎編，『文化の権力　反射するブルデュー』，藤原書店，2003，101–135頁。
 35 開高健，『最後の晩餐』，「日本の作家たちの食欲」，文春文庫，1982〔初刊行 1972〕，129頁。
 36 ちなみに，すでに冒頭でも紹介したもう 1つのワインに特化した『ワイン王国』は 1999年に別の雑誌の別冊とし
てスタートしており，3誌中もっとも後発であるが，発行部数は 5万部で両誌の中間に位置する。
 37 無署名の記事は編集スタッフが書いている場合が多いと考えられる。あとで述べるように，編集スタッフは両誌と
も圧倒的に女性が多く，無署名記事が女性の編集者の手になるものとすると，男女差はさらに縮まり，場合によっ
ては逆転するだろう。
 38 2010年にわずかに男性執筆者が女性を上回っているのは，この年に創立者で発行人の有坂芙美子が第一線から退
き，運営者兼編集者が男性ソムリエとして有名な田崎真也に代わり，テイスターに田崎関係の男性が増えたからだ
と推測できる。その後の男女別推移は今後の調査課題である。
 39 早稲田大学図書館には『ヴィノテーク』も『ワイン王国』も所蔵されていない。他の食の雑誌も同じく所蔵対象と
なっていない。しかし，『ワイナート』は創刊号から全巻そろっている。これはこの雑誌が美術系の出版社から刊
行されており，出版社名から所蔵されるべき文化的芸術的価値があると判断されたことによるようだ。このような
早稲田大学図書館の蔵書基準からも，飲食がまともな学問研究の対象とみなされていないことがみえてくる。また，
だからこそ女性が自己実現を社会的に達成する分野にも手段にもなりえるのである。
 40 事実と表象の相互関連において，西洋から移入された西洋料理やワインは表象が主導的役割をはたしていると思
われる。これはフランスの文化地理学者ベルクが「通態性」trajectivitéという概念でとらえているものと重なる。
「通態性」については，オギュスタン・ベルク，篠田勝英訳，『風土の日本　自然と文化の通態』，ちくま学芸文庫，
1992〔原著 1986〕を参照（とくに「第四章　野生の自然，構築された自然」の「19　通態性の概念」181–191頁）。
